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背景：原子力教育の現状と課題

原子力の持続的利用
• 国民の理解の向上
• 優れた人材の確保

原子力教育の充実
オープン教材の活用

• 少子高齢化
• 大学教員数削減
• 理科（原子力）離れ
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オープン教材とは

教育改善
•反転授業の実施

•学習管理システム 
の活用

生涯教育
•オープン教材公開

•MOOC開講

インターネット上に公開され、自由なアクセス、使用が可能

教材蓄積
•オープン教材制作

•ライブラリー化
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福島事故後の原子力人材育成事業
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福島事故後の原子力人材育成事業

原子力人材育成事業
多様な環境放射能問題に対応可能な国際的人材の機関連携による育成
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オープン教材制作のきっかけ

オープン教材化

原子力人材育成事業
多様な環境放射能問題に対応可能な国際的人材の機関連携による育成

約20講義/年の開講

最終年度（H25年度）
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北海道大学オープンコースウエア

https://ocw.hokudai.ac.jp/?lang=ja
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オープン教材の一例（放射性廃棄物処分）

https://ocw.hokudai.ac.jp/lecture/backend-radioactive-waste-disposal-engineering?movie_id=21755



オープンオンライン教材の公開状況 8

https://www.open-ed.hokudai.ac.jp/nucl-eng-edu-archives/

2013年からの10年間における累積公開数：136件[2023年7月現在]
（令和４年度収録数57講義、公開数28講義）
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オープン教材の利用状況

＊1講義の聴講には3～7回のダウンロードが必要

LMS: Education and Learning Management System

ダウンロード（再生）数

2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

オープン教材としての
視聴

15,175 8,449 5,818 15,119 7,036 9,694

LMSからの視聴 － 1,793 1,401 1,883 2,489 1,625

計 15,175 10,242 7,219 17,002 9,525 11,319

2013年度からの累計ダ
ウンロード（再生）数

約5万件 約6万件 約6万5千件 約8万3千件 約9万3千件 102,983 件
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英語版大規模公開オンライン講座（ＭＯＯＣ）

・2015年7～8月に開講
・登録者数：4,342名（全世界133ヶ国）
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日本語大規模公開オンライン講座（ＭＯＯＣ）

放射線・放射能の科学
・放射線の基礎～放射性廃棄物処分まで
・2020年3～5月に開講。2021年2～4月、

2023年3～5月に再開講。
・講師７名
・登録者数：4,432名（合計）

修了者は、社会人が半数以上

受講者年代 10代以下 20代 30代 40代 50代 60代 70代 その他 合計

受講登録数 285 471 381 455 530 560 362 644 3,688

受講登録構成比 7.7% 12.8% 10.3% 12.3% 14.4% 15.2% 9.8% 17%

受講者の年齢構成

→ 新たなコース（「高レベル放射性廃棄物の地層処分」）の開講を準備中
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未来社会に向けた先進的原子力教育コンソーシアム

＊2021年 原子力安全先端研究・教育センター設置
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北大拠点（カリキュラムグループ会議）

実験・実習、国際教育活動オープン教材の共同制作・活用
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オープン教材を用いた教育の改善

オープン
教材の
制作

コースの
実施

学習効果
の把握

教材の
改善

-教授設計理論(インストラ
クショナル・デザイン)に
よる学習効果の高い教材
設計

-映像を効果的に使った学
習意欲を高める教材制作

-オープン教材による予習を前提
とした反転授業の導入

-学習管理システムを使った学生
の予習状況の把握

-知識理解を深める実習型の授業

-学習管理システムに蓄積され
た履修データの分析

-オープン教材改善点の把握
-制作物の出来映えや学生
アンケートによる効果測定

-学生の興味をより喚起する教
材の追加制作

-履修データをエビデンスと
した教材の理解度を深めるた
めの教材の改版
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まとめ

国内の31機関と連携し、原子力および放射線分野のオープン
教材の制作・公開を進め、2013年からの10年間に136の講義
を公開、累積再生数は10万件を超えた。

英語版および日本語版のMOOC（大規模公開オンライン講座）
を開講し、それぞれ約4,000名の履修登録があった。

MOOCは、若い世代への工学教育ならびにリカレント教育に有
効な手段であることが確認された。

オープン教材のみならず、それを用いた教育プログラムの構築
が重要であり、現在も教育改善を進めている。
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本事業は文部科学省の補助金（国際原子力人材育成イニシア
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